
第３回定例会
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平
成
２３
年
度
決
算
６
件
を
審
査
・
認
定

今
回
の
定
例
会
で
は
、
８
名
の

議
員
か
ら
区
政
一
般
質
問
が
行
な

わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
２３
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め
と

す
る
区
長
提
出
議
案
等
２５
件
、
香

港
の
民
間
活
動
家
ら
に
よ
る
尖
閣

諸
島
へ
の
不
法
上
陸
及
び
中
国
船

舶
の
領
海
侵
入
に
抗
議
す
る
決
議

（
下
欄
参
照
）
な
ど
の
議
員
提
出

議
案
７
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
請
願
１
件
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

奥戸フラワーパークに咲く秋桜（コスモス）

可
決
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
決
議
３
件
、
意
見
書
４
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
決
議
で
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
に
掲
載
）

香
港
の
民
間
活
動
家
ら
に
よ
る
尖
閣
諸
島
へ
の
不
法
上
陸
及
び
中
国
船
舶
の
領
海
侵
入
に
抗
議
す
る
決
議

分

去
る
８
月
１５
日
に
香
港
の
活
動
家
ら
１４
名
が
、
海
上
保
安
庁
巡
視
船
に
よ
る
警
告
・
制
止
を
振
り
切
っ
て
我
が
国
の
領
海
内
に
侵

入
し
、
こ
れ
ら
活
動
家
の
う
ち
数
名
が
尖
閣
諸
島
魚
釣
島
に
不
法
上
陸
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
尖
閣
諸
島
は
国
有
化
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
中
国
・
国
家
海
洋
局
所
属
の
船
舶
に
よ
る
９
月
１４
日
に
発
生
し
た
我
が
国
領
海
内
へ
の
侵
入
に
つ
い
て
は
誠
に
遺
憾

で
あ
り
、
厳
重
に
抗
議
を
す
る
。
一
方
、
我
が
国
に
と
っ
て
中
国
及
び
香
港
は
幅
広
い
分
野
で
緊
密
な
関
係
を
有
し
、
利
益
を
共
有

す
る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
感
情
的
な
対
立
や
緊
張
の
激
化
は
、
決
し
て
双
方
の
国
益
に
は
繋
が
ら
な
い
。
日
本
政
府
に
お

い
て
は
、
尖
閣
諸
島
国
有
化
の
真
意
を
中
国
政
府
に
粘
り
強
く
説
明
す
る
一
方
、
尖
閣
諸
島
の
有
効
支
配
を
引
き
続
き
確
た
る
も
の

と
し
て
い
く
た
め
に
、
警
備
体
制
の
強
化
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
す
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

李
明
博
韓
国
大
統
領
の
竹
島
上
陸
及
び
天
皇
陛
下
に
対
す
る
発
言
に
抗
議
す
る
決
議

分

去
る
８
月
１０
日
に
李
明
博
韓
国
大
統
領
が
現
職
大
統
領
と
し
て
は
初
め
て
竹
島
に
上
陸
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
８
月
１４
日
に
は
、

李
明
博
韓
国
大
統
領
は
天
皇
陛
下
の
韓
国
ご
訪
問
に
関
し
て
極
め
て
不
適
切
な
発
言
を
行
っ
た
。
友
好
国
の
国
家
元
首
が
天
皇
陛
下

に
対
し
て
行
う
発
言
と
し
て
極
め
て
非
礼
で
あ
り
、
速
や
か
に
発
言
の
撤
回
と
謝
罪
を
求
め
る
。
さ
ら
に
韓
国
は
、
日
本
政
府
が
提

案
し
た
領
有
権
問
題
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
共
同
提
訴
を
正
式
に
拒
否
す
る
に
至
っ
た
。
韓
国
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
経

済
上
も
重
要
な
隣
国
で
あ
り
、
今
後
も
韓
国
国
民
と
は
親
密
な
友
誼
を
結
ん
で
い
く
こ
と
が
両
国
の
繁
栄
と
安
定
に
繋
が
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
李
明
博
韓
国
大
統
領
を
は
じ
め
と
す
る
韓
国
政
府
が
賢
明
か
つ
冷
静
な
対
応
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、
日
本

政
府
に
お
い
て
は
、
断
固
た
る
決
意
と
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
韓
国
政
府
に
対
応
し
、
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
単
独
提
訴
に
と
ど
ま
ら

ず
、
し
か
る
べ
き
対
応
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

米
軍
人
、
軍
属
等
の
綱
紀
粛
正
及
び
人
権
教
育
の
見
直
し
を
求
め
る
決
議

去
る
１０
月
１６
日
午
前
３
時
３０
分
ご
ろ
、沖
縄
本
島
中
部
に
お
い
て
、米
海
軍
航
空
基
地
所
属
の
米
兵
２
名
に
よ
る
集
団
性
的
暴
行
・

致
傷
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
国
民
に
強
い
衝
撃
と
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
る
。
よ
っ
て
�
飾
区
議
会
は
、
人
権
・

生
命
・
財
産
を
守
る
立
場
か
ら
、
次
の
事
項
が
速
や
か
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
①
被
害
者
へ
の
謝
罪
及

び
完
全
な
補
償
に
誠
意
を
尽
く
す
こ
と
②
米
軍
人
・
軍
属
等
の
綱
紀
粛
正
及
び
人
権
教
育
の
見
直
し
を
再
度
行
い
、
そ
の
内
容
を
公

表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
効
果
や
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
も
、
今
後
は
公
表
す
る
こ
と

「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」と
り
わ
け「
脱
法
ハ
ー
ブ
」に
対
す
る
早
急
な
規
制
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
早
急
に
対
応
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。
①
成
分
構
造
が
類
似
し
て
い
れ
ば
、
一
括
し
て
薬

事
法
の
指
定
薬
物
と
し
て
規
制
対
象
に
で
き
る
「
包
括
指
定
」
を
早
急
に
導
入
す
る
こ
と
②
指
定
薬
物
が
麻
薬
取
締
官
に
よ
る
取
り

締
ま
り
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
改
め
、
指
定
薬
物
を
発
見
し
た
場
合
に
収
去
が
で
き
る
な
ど
、
法
整
備
の
強
化
を
図
る
こ
と
③
特

に
青
少
年
や
若
者
の
乱
用
を
防
ぐ
た
め
、
薬
物
教
育
の
徹
底
を
含
む
未
然
防
止
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減
災
の
た
め
の
事
業
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

政
府
に
対
し
、
橋
梁
等
の
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
に
資
す
る
耐
震
化
や
維
持
補
修
及
び
架
け
替
え
、
老
朽
化
し
た
上
下
水
道
等
の

社
会
資
本
の
更
新
や
維
持
補
修
及
び
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎
等
の
耐
震
化
等
に
よ
る
防
災
機
能
強
化
に
つ
い
て
、
補
助
採
択
基
準
の

緩
和
や
補
助
率
の
引
き
上
げ
な
ど
国
庫
補
助
制
度
の
拡
充
、
交
付
対
象
事
業
の
範
囲
拡
大
等
の
財
政
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

中
小
企
業
の
成
長
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
の
実
現
を
強
く
求
め
る
。
①
環
境
、
健
康
、
医
療
な
ど
新
た
な
成
長
分
野
で
事
業
に
取
り
組
も
う
と
す

る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
に
、
経
営
支
援
の
強
化
な
ど
、
中
小
企
業
の
成
長
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
②
地
域
の
中
小
企
業
に

雇
用
や
仕
事
を
生
み
出
し
、
内
需
を
創
出
す
る
活
性
化
策
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
修
繕
・
補
強
な
ど
、
必
要
な
公

共
事
業
に
対
し
、
一
定
期
間
、
集
中
的
な
投
資
を
行
う
こ
と
③
中
小
企
業
の
新
た
な
投
資
を
促
進
し
、
雇
用
の
維
持
・
創
出
に
資
す

る
「
国
内
立
地
推
進
事
業
費
補
助
金
」
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と
④
防
災
や
危
機
管
理
の
視
点
か
ら
も
、
電
力
の
安
定
的
な
供
給
体

制
の
構
築
を
め
ざ
し
、
自
家
発
電
設
備
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
、
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
等
の
導
入
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
高
効
率
照
明
の
買

い
替
え
等
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
⑤
中
小
企
業
の
将
来
性
と
事
業
の
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
学
生

・
若
者
の
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
地
域
単
位
で
強
化
す
る
な
ど
、
優
秀
な
若
手
人
材
の
確
保
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
⑥
中

小
企
業
の
持
つ
技
術
等
、
知
的
財
産
権
の
保
護
・
活
用
が
し
や
す
い
よ
う
、
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

け
い
れ
ん
性
発
声
障
害（
Ｓ
Ｄ
）の
周
知
及
び
治
療
環
境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。
①
Ｓ
Ｄ
の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
や
学
校
関

係
者
に
病
気
の
周
知
を
行
い
、
社
会
的
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
②
患
者
・
家
族
に
対
す
る
相
談
及
び
支
援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
③

ボ
ツ
リ
ヌ
ム
ト
キ
シ
ン
注
射
が
受
け
や
す
い
よ
う
、
財
政
的
な
支
援
を
含
め
た
検
討
を
行
う
こ
と
④
遠
隔
地
や
へ
き
地
で
も
十
分
な

Ｓ
Ｄ
の
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
環
境
の
整
備
を
す
る
こ
と
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